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桜満開の4月の初めに，生まれて初めての“編集後記”なる
ものを書かせていただいている．年度末には何人かの熱心なレ
ジデントが地元に帰り寂しい思いをしていたが，それにも負け
ず劣らず熱き情熱をたぎらせた先生方を新たに迎え入れること
ができ，徐々に“今年もやるぞ”という気分が沸々とわいてき
た．“編集後記”が，正に今年度の初仕事である．
さて，今回の特集は「肝門部胆管癌に対する術前胆道ドレナー

ジ」である．個人的な話で恐縮ではあるが，「胆膵を専門とする
内科医である」私は従来から肝内胆管癌の話題だけは避けて通
りたいと願ってきた．その大きな理由は，私の同級生である神
谷順一先生が作成した肝内胆管の区域・亜区域解剖なる簡易図
譜(実はいつも胸ポケットに忍ばせている)を見ても，なかなか
理解できない肝内胆管の1本1本の枝のせいでもあり，また“ど
こをどこまで切るのであるからどこを減圧する”，“切除不能症
例に対する姑息的減黄処置というのであれば，いかなる理由で
切除不能となったか”〔消化器画像1999;1⑵〕と耳の奥から聞
こえる二村雄次先生(現愛知県がんセンター総長)の厳しきお言
葉のせいでもあった．各肝切除術式固有の「胆管分離限界点」
を胆管造影上ピンポイントで同定する能力が要求される〔近藤
哲．消化器画像2004;6⑶〕といわれても手術もしない私には困
るというのが実感であった．
しかし，今回の特集号を読ませていただき，少し私の考え方

が変わったようである．肝門部胆管癌に対する術前胆道ドレ
ナージの趨勢は， 野先生の序文や北大の論文にあるように，
MD-CTやMRCPによる非侵襲的な画像診断で切除の可否，術
式を判断し，残存肝へのENBDによる片葉ドレナージ，区域性
胆管炎にはPTBD(場合によりEBD)を行うということで，非
常に合理的，かつシンプルな結論であるように思える．しかし
術前ドレナージの方法にしても「各施設の設備，技術に応じた
安全で習熟した方法で，確実に行う」ことがガイドラインで推
奨されており，大規模な臨床試験により選択基準を検討する必
要があるとの主張(千葉大学)や肝門部胆管の閉塞様式により方
法を変えるべきとの主張(国立がんセンター中央病院)もうなず
ける．本特集ではさらに内科側からENBDとEBDのコツと注
意点(東京医大)，PTBDのコツと注意点も記載されており，自
分の手技と比較しながら読み進めるとさらに興味が惹かれると
思う．
また，各国に留学した先生方からは，その国特有の胆道ドレ

ナージの考え方や実際どうしているかがわかりやすく解説され
ている．内容は副題が正に言い得て妙である．内科医も外科医
もぜひグローバルな目で本特集を読み進めていただきたく願う
次第である．
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